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新緑の候、皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より当院の運営つきまして、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび、柏崎総合医療センター事務長を拝命し、4 月 1 日付にて着任いたしました和田と申します。

よろしくお願い申し上げます。 

新年度にあたりまして、当院の近況をご報告させていただきます。 

昨今の厳しい医療経営環境のなか、当院も例外ではなく、持続可能な運営体制の確立が大きな課題と

なっており、重要な転換期を迎えております。人口減少、疾病構造の変化、少子高齢化が進む一方で、

医療従事者、当院では特に看護師確保が更に困難な状況にあり、経営面で多くの課題を抱えております。

今後も医療の質を維持しながら効率的な運営を実現するための改革が急務となっております。 

既に新聞等で報道されておりますとおり、今年度上期には病床の最適化のため既に休床している５９床

を削減し、３５２床から２９３床へ病床数を変更いたします。併せて、非常勤体制の一部診療科については

廃止を含めて見直しを検討しております。この経営改革を進める中で、地域の皆さまに必要とされる医療

を安定的に提供し続けるためには、病診連携、病病連携の更なる推進、地域の先生方のご理解とご協力

が不可欠でございます。医療提供体制の見直しにあたりまして、ご不便、ご迷惑をお掛けすることとなり誠

に恐縮ではございますが、ご理解とご協力を賜りたくお願い申し上げます。 

最後になりますが、当院といたしましては、柏崎市、刈羽村をはじめとした多くの皆様からのご支援とご

助力に感謝するとともに、当地域での基幹病院としての役割を果たすべく取り組

んで参ります。 

今後とも、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

新事務長よりご挨拶 

第 43 号 
柏崎総合医療センター 

 
（令和 7年 5月吉日発行） 

 

事務長 和田 博美 
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研修医 
三浦 子路（みうら しろ）      医師 伊藤 翔一郎（いとう しょういちろう）医師 

田中 雄大（たなか ゆうだい）    医師 菊池 秋彦（きくち あきひこ）    医師 

飯田 聖（いいだ たかし）      医師 三浦 雅郁（みうら まさふみ）    医師 
 

 

 

内分泌・糖尿病内科   

中野 惠輔 

 

内分泌・糖尿病内科 

丹野 貴文 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

好きな食べ物： 

群馬県 

プログラミング 

寿司 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

新潟市 

自作 PC、プログラミング 

ラーメン 

    

柏崎市は初めてですが、地域の皆様に貢献で

きるよう頑張りたいと思います。何卒よろし

くお願いいたします。 

内分泌・糖尿病内科の丹野と申します。柏崎

の医療に貢献できるようにがんばります。よ

ろしくお願いします。 

  

呼吸器内科 

関谷 友樹 

呼吸器内科 

田中 萌恵 

出 身 地 ：  

趣味･特技：  

好きな食べ物： 

十日町市 

スキー、自転車、バスケ 

白米 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

長岡市 

旅行 

寿司 

    

中越生まれ中越育ちではありますが柏崎で生

活をするのは今回が初めてです。仕事を頑張

りながら柏崎を楽しんでいきたいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

柏崎に初めて来ました。未熟な部分が多いで

すが、柏崎の医療に貢献できるように頑張り

ます。 

 

 

診療科 令和 7 年 4 月 1 日から 令和 7年 3月 31 日まで 

内分泌・糖尿病内科 中野 惠輔（なかの けいすけ） 医師  佐藤 駿匡  医師 

内分泌・糖尿病内科 丹野 貴文（たんの たかふみ） 医師 長谷川 里紗 医師 

呼吸器内科 関谷 友樹（せきや ともき）  医師 田中 健太郎 医師 

呼吸器内科 田中 萌恵（たなか もえ）   医師  久代 航平  医師 

循環器内科 昆 和希（こん かずき）    医師  岩﨑 壮史  医師 

内科 酒巻 摩周（さかまき ましゅう）医師  

外科 会沢 慧亮（あいざわ けいすけ）医師  

産婦人科 加藤 奈都美（かとう なつみ）  医師  

泌尿器科 西山 紘貴（にしやま ひろき）  医師 有波 健太郎 医師 

医師交代のご案内                 令和 7 年４月１日～ 
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循環器内科 

昆 和希 

内科 

酒巻 摩周 

出 身 地 ： 
 

趣味･特技： 
 

好きな食べ物： 

新潟市 
 

サッカー観戦 
 

梅干し 

出身地： 

趣味･特技： 

 

好きな食べ物：

埼玉県熊谷市 

乗り物の操縦、公衆衛生につ

いて考えること、スキー他 

酒、カニのつめ 

    

地域医療に貢献するべく一生懸命働きますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

昨年度まで研修医としてお世話になりまし

た！6 月半ばより国外へ留学しますが、それ

までの 2 か月半、腎臓内科で診療します。患

者さんの長期的な健康を考え、お力添えでき

る医師になれるようがんばります。 

 

外科 

会沢 慧亮 

 

産婦人科 

加藤 奈都美 

出 身 地 ： 

趣 味 ･ 特 技 ： 

好きな食べ物： 

埼玉県 

海外サッカー観戦 

ホタルイカ 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

群馬県高崎市 

散歩、読書 

チーズ 

    

新潟大学出身です。これまで新潟市、長岡市、

上越市、佐渡市と様々な土地を経験させてい

ただきました。初めての柏崎市での生活に心

を躍らせております。ご指導ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

柏崎の妊婦様、女性のみなさまが元気に過ご

せるお手伝いができればと思います。 

よろしくお願いします。 

  

泌尿器科 

西山 紘貴 

 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

好きな食べ物： 

長岡市 

ドライブ 

おさしみ 

  

    

尿路のトラブルなどいつでもご相談くださ

い。 
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研修医 

三浦 子路 

 

研修医 

田中 雄大 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

 

好きな食べ物： 

北海道旭川市 

海外旅行、乗馬、古着屋巡り、

飯テロ、ミステリー 

パンケーキ、ジンギスカン 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

神奈川県 

グルメ旅行 

ういろう 

    

１年目のほとんどを神奈川県の病院にて過ご

し、この春、柏崎市へ戻ってまいりました。

放送部出身なので『声』を活かして、皆様の

お役に立とうと思います。下の名「しろ」で

呼んでいただけると覚えやすいかもしれませ

ん、というか嬉しいです！ 

1 年間、神奈川県の病院で研修し、柏崎市に戻

って参りました。柏崎で働けることをとても

嬉しく思います。患者さんが素敵な人生を歩

めるよう全力でサポートしていきたいです。

よろしくお願いします。 

  

研修医 

飯田 聖 

研修医 

伊藤 翔一郎 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

好きな食べ物： 

佐渡市 

弓道、小説、NETFLIX 

ラーメン、甘い物 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

東京都 

海外旅行 

インドカレー 

    

初期研修医としてお世話になります。分から

ないことも多々ありますが、日々成長してい

けるよう謙虚に努めてまいります。ご指導の

ほどよろしくお願いいたします。 

東京生まれ、東京育ち、柏崎は初めての地で

す。右も左も分からずのひよっこですが、柏

崎の医療に貢献できるよう知識や手技を学ん

でいきます。ご指導の程、よろしくお願いし

ます。 

  

研修医 

菊池 秋彦 

研修医 

三浦 雅郁 

出 身 地 ： 

趣味･特技： 

好きな食べ物： 

埼玉県 

読書、ゲーム 

めん類 

出 身 地 ：

趣味･特技：

好きな食べ物：

兵庫県西宮市 

旅行、食べ歩き 

牛肉、白米、刺身 

    

患者さんの気持ちを想像してよりそえる医師

を目指してがんばります。ご指導よろしくお

願いします。 

兵庫で育ち、京都の高校に通い、大阪の大学

で医学を学んだ関西まみれの私が、関西以外

の組織に初めて属することになりました。生

まれ育った関西とは違った文化である新潟

で、初期研修をしっかり学んで行きたいと思

います。 
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この度、当院では 6 月 1 日から乳がん地域連携パス（以下、がん連携パス）を導入することにいたしました。

がん連携パスは、患者に安心で質の高い医療を提供するため、連携医療機関（かかりつけ）の先生と当院の医師

（専門医）が、患者の治療経過を共有するためのツールとして活用することを目的としています。原則として、

パスによるがん連携医療の届出を行った医療機関とがん連携パスを共有します。 

がん連携パスの適応開始は主治医が判断します。概ね下記の《適応基準》を充たす、状態の安定した症例で、か

つ連携医療機関での治療が可能な患者が対象となります。 

 
対象患者《適応基準》 

（１）がんの切除術後 

（２）告知済み 

（３）放射線治療終了 

（４）点滴化学療法終了（内服の化学療法は継続中でも可） 

（５）直近の検査で異常なし 

（６）術後補助療法としてホルモン剤を服用 

 
患者は術後 10 年を目途に医療連携ノートを使用します。 

このノートは患者と拠点病院・連携医療機関の医療従事者が共有します。 

★医療連携ノートの内容 

 ①患者の病状、治療内容等の診療情報 

 ②今後の診療予定表 

 ③診療予定表に基づく受診日の診療記録 

★医療連携ノートを使うことによる利点 

 ①診療予定表により、「いつ」「どこで」「どんな」検査や診療を受ければよいかがわかります。 

  ②医療機関同士が患者の治療経過を共有でき、より適切な診療が可能となります。 

  ③かかりつけ医がもう 1 人の主治医となるため、通院時間や待ち時間が短縮し、負担が軽減されます。 

 
※がん連携パスの運用にあたり、拠点病院が連携をお願いする医療機関を事前に厚生局へ届け出る必要があ

ります。 

  がん治療連携計画策定料１（750 点） 

入院中又は退院の日から 30 日以内に地域連携計画書を策定し、別の医療機関に診療情報を提供した場合

に算定。 

がん治療連携指導料（300 点）情報提供時月 1 回 

  地域連携診療計画書に基づき拠点病院と連携して治療を行い、拠点病院へ診療情報を提供した場合に算定。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県厚生農業協同組合連合会 

柏崎総合医療センター 

〒945-8535 柏崎市北半田 2-11-3 

代 表 T E L：（0257）23-2165 

代 表 F A X：（0257）22-0834 

連携室 FAX：(0257）21-5520 

病診連携室 
受診申込 FAX 受付時間 

平日 8：30～16：30 

編集後記  

  

 暖かい日差しが眩しい季節となり、山々の雪

も消え、木々が新緑に変わり春の季節を感じま

す。新年度に入り、医師の異動、職員の異動等 

まだ落ち着かない日々ですが本年も変わらぬご

支援とご協力を賜りますようお願い申し上 

げます。 

     地域連携支援部 （病診連携室） 

                 

 

乳がん地域連携パス導入に向けて 
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